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1. はじめに 
 新学習指導要領が公示され、2020 年度から小学校段階

での「プログラミング教育」の導入が決定された。小学校

プログラミング教育のねらいとして、「プログラミング的

思考」の育成が定められている。しかしながら、教育現場

ではプログラミング教育実施に向けての不安や誤解が生

じていると実感している。 

「小学校段階における論理的思考力や創造性、問題解

決能力等の育成とプログラミング教育に関する有識者会

議」においても、「コーディング（プログラミング言語を

用いた記述方法）を覚えることがプログラミング教育の

目的であるとの誤解が広がりつつあるのではないかとの

指摘もある。」と提言されている。 

将来的に、コンピュータを用いることも必要であるが、

プログラミング的思考は、日常の授業の中においても育

むことのできるものであると考えている。福島(2017)によ

る提言として、教科でプログラミング教育を取り扱うた

めに、「プログラミング教育によって可能なまなび」と教

科のもつ特性や単元との親和性を見出し、指導計画を作

成することが挙げられている。 

本研究の目的は、小学校の学習指導の中で「プログラミ

ング的思考」を育むための指導をどうしたらよいか授業

実践を通して検討を行うことである。 
 

2. プログラミング的思考を育むアンプラグド 
文科省の「小学校プログラミング教育の手引（第一版）」

（以下、手引き）によると、小学校におけるプログラミン

グ教育のねらいは、①「プログラミング的思考」を育むこ

と、②プログラムの働きやよさ、情報社会がコンピュータ

等の情報技術によって支えられていることなどに気付く

ことができるようにするとともに、コンピュータ等を上

手に活用して身近な問題を解決したり、よりよい社会を

築いたりしようとする態度を育むこと、④各教科等での

学びをより確実なものとすることの４つであると示され

ている。この中でも、①「プログラミング的思考」を育成

することは、小学校におけるプログラミング教育の中核

であると述べられている。 

この「プログラミング的思考」について安藤*１は、表

１のように分類しており、プログラミング教育では、この

ような能力を育成することが目的であるとしている。 

 

 

2.1 アンプラグドの意義 
福島によると「小学校のプログラミング教育では①ア

ンプラグド、②バーチャルプログラミング、③ロボティク

スの3種類が実施されている。」としている。①アンプラ

グドでは、ICT機器を使用しない。②バーチャルプログラ

ミングでは、コンピュータ上のプログラムを利用する。③

ロボティクスでは、ロボットなどの機器をプログラミン

グによって動かすことを体験しながら学習する。 

小学校では「プログラミング教育」とは、コンピュータ

を使い、コンピュータに命令することによって画面上で、

あるいは実物に意図した動きをさせることであると考え

ている教員が多い。すなわち、福島の分類による②③であ

る。 

プログラミング教育を行うにあたり、小学校では、専門

性を有する教員が指導する中学、高校とは異なり、学級担

任が指導することが多いと考えられる。その際、特別なア

プリやソフトを使って学習を行うことには消極的な教員

も多い。 

 

 

A 学習指導要領に例示されている単元等で実施す

るもの 

B 学習指導要領に例示されてはいないが、学習指

導要領に示される各教科等の内容を指導する中

で実施するもの 

C 各学校の裁量による実施するもの 

D クラブ活動など、特定の児童を対象として、教

育課程内で実施するもの 

E 学校を会場とするが、教育課程外のもの 

F 学校外でのプログラミング学習機会 

抽象化 自分が意図する一連の活動を実現 
分解 どのような動き組み合わせが必要
アルゴリズム的思考・一般化 どのように組み合わせたらいか
修正 記号の組み合わせをどように改善
評価 より意図した活動に近づくのか

プログラミン的思考の内容（安藤 2017より）
表1 プログラム的思考の内容（安藤2017） 

表2  学習活動の分類 

（小学校プログラミング教育の手引き（第一版）） 
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また、「手引き」ではプログラミングに関する学習活動

を表 2のように分類し、A～Dについて参考事例を挙げて

いる。この中では、A～C が学級での指導になる。このう

ち「A学習指導要領に例示されている単元等で実施するも

の」については特別なアプリや機器が必要になってくる。

また、「C 学校の裁量により実施すること」についても、

どんなアプリを使い、どんな指導計画で学習したらいい

のか考えなければならず、負担が大きい。 

そこで、我々は、プログラミング教育を始めるにあたり、

コンピュータを使わない「アンプラグド」の事例を蓄積す

るべきではないかと考えた。日常の授業を行うようにし

ながら、教科のねらいに沿いつつプログラミング的思考

力を高めていくことで、プログラミング教育に容易に取

り組むことができると考えたからである。先ほどの内容

に示されている「B学習指導要領に例示されてはいないが、

学習指導要領に示されている各教科等の内容を指導する

中で実施するもの」の活動として、プログラミング的な要

素が含まれている単元を洗い出し、その指導の中に含ま

れる形で、プログラミング教育を進めることにした。 

 

3. 算数の四則計算のカード化とアンプラグド 
3.1 教科への位置づけ アルゴリズム的な思考育成 
算数の四則計算の筆算は繰り返し練習することで身に

付けることができ、多くの児童が単元学習後には問題な

くすることができるようになる。しかし、その手順を明確

に言語化することができるかといえばそうではなく、な

んとなくわかっている、似たような問題をやったことが

あるからできる、という状態である。評価のためのワーク

テストを実施すると、立式や計算より筆算の手順を文章

化する問題に児童は苦労することからもそのことが言え

る。 

四則計算の筆算は数多くの処理を行っている。その処

理一つ一つを言語化することは、まさにプログラミング

的思考で求められる「分解」の活動である。また、分解し

て言語化した処理一つ一つをどのような順番でどのよう

な条件で行っていくのかを考える活動は、プログラミン

グ的思考で求められる「アルゴリズム的思考」である。 

よって、我々は算数の四則計算の筆算の手順を明らか

にする活動をプログラミング教育教材として開発した。 

２桁の足し算の筆算をフローチャート化すると以下の

ようになる。なお、フローチャートの図形の使い方は小学

校低学年児童でもわかりやすいようにアレンジした。 

このようにフローチャート化することで、上から下へ

定められた順序で計算を行う「逐次処理」の考え方を身に

付けることができる。（図内①） 

また、繰り上がりが発生するかしないかはどのような

条件で決まってくるのか考えることで、「条件分岐」の考

え方を身に付けることができる。（図内②） 

さらに、この処理はどこの位の計算なのかを考え、一の

位と十の位で行われる処理が同じであることに気付かせ

ることで、３桁や４桁などの大きな数であっても同じこ

とが繰り返されることを明確に言語化できれば、「繰り返

し」の考え方を身に付けることができる。（図内③） 

 
 

 

また、引き算でも同じようにフローチャートを作るこ

とで、足し算と引き算の共通性について考えることもで

きる。 

なお、この活動は児童の発達段階・学年、習熟度、確保

できる時間数等に応じて難易度を変更することできる。

たとえば、難易度を下げるには「アルゴリズム的思考」を

育むカードの並び替えに限定すればよく、難易度をあげ

るには「分解」の思考を育むカード作りからさせたればよ

い。今回の授業実践は２年生で行ったため、カード作りは

省き、カードの並び替えのアルゴリズム的思考を育む活

動とした。 

 

4. 授業実践 
授業実践は、2018年 6月に小学校 2校、合計 2学級で

行った。 

4.1 練馬区立Ｓ小学校 
 2018年6月4日に小学校2年生（児童数33名）で授業

実践を行った。算数の単元「引き算の筆算」の学習を終え、

まとめとして時間を設定した。この学級で、アルゴリズム

を考える活動は初めてである。そのため、「足し算のアル

ゴリズムをもとにして、引き算のアルゴリズムを考え、つ

くる」ことをめあてとした。 

 まず、足し算と引き算のアルゴリズムをつくるために

25枚のカードを用意した。（図2） 

 
 

導入では、足し算の筆算のアルゴリズムについてカー

ドを選び、並べながら確認を行った。「位をそろえて書

く。」、「一の位の計算をする。」というカードは迷わず選び、

並べることができた。しかしその次のカードの選択が3つ

図1 足し算と引き算のアルゴリズム例 

図2 足し算と引き算のカード 
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出てきた。①「十の位を計算する。」、②「答えが出る。」、

③「一の位に答えを書く。」である。どの選択肢であれ、

分岐の存在には全く気付いておらず、手順をとばしてし

まうことになった。また、②「答えが出る。」と③「一の

位に答えを書く。」のカードの違いがわかっていない様子

もうかがえた。ここで、25＋14と 37＋28の問題を筆算で

解きながら、どのカードがくるのかを確かめた。すると、

やっと 2 つの問題の筆算を見て 3 つのカードのどれも当

てはまらないことに気付いた。25＋14 には繰り上がりは

ないが、37＋28 には繰り上がりがあるという違いが筆算

を実際に解くことで見つけられたのである。この違いを

表すカードは何かと問いかけると、「くり上がりがある

か。」というカードだという意見が出され、そのカードが

並べられた。そして、次のカードは躊躇なく「1くりあが

る。」が選ばれ、真下に並べようとした。ここで、分岐の

並べ方は始めてだったため、「1くりあがる。」と「くり上

げない」を並列に並べることを教え、カードを置いた。そ

の後は答えまでスムーズにカードを選択し、並べること

ができた。 

 次に、引き算のカードを用いたアルゴリズムの作成を

行った。2 人組（16 組）に台紙と 25 枚のカードを配り、

思考する時間をとった。引き算のアルゴリズムには必要

ないカードもあったが、そのカードを選んでしまった組

は 1 組もなかった。しかし、引き算の筆算のアルゴリズ

ムを自分たちの力で完璧にすることができたところはな

かった。2、3 組は分岐がないまま終わらせてしまい、あ

との組は、分岐はあっても「1くり下げる」のあとに「一

の位の計算をする。」を入れず、抜けたアルゴリズム(図3)

になっていた。 

  
 

 

再度、教師主導で正しいアルゴリズムをつくり、全体で

確認した。そして、足し算の時とは違い、引き算では分岐

後にも手順があることをおさえた。 

最後に、「足し算と引き算の手順の同じところはどこ

か。」を発問した。すると、2つのことを児童は発見した。

1 つ目は、ほとんど同じカードを使っているということ。

つまり、足し算と引き算の筆算の手順はとても似ている

こと。2つ目は、1つのカードだけ疑問になっていること。

そして、そのカードで分岐しているということ。 

 授業の感想には、以下のような意見が挙げられた。「足

し算と引き算が似ているのがわかりました。」、「わたしは、

先生が言ってくれたように、引き算や足し算の筆算の手

順やルールがわかりました。とても面白かったです。」、

「引き算の筆算でも足し算の筆算でも内容はほぼ同じと

いうこと。」、「足し算と引き算のくり上げとくり下げ以外

がまったく同じことを書いているのをはじめて知りまし

た。」 

 

4.2 町田市立O小学校 
 2018年6月6日に小学生2年生（児童数32名）で授業

実践を行った。 

 算数の単元「たし算のひっ算」学習を終えたところであ

り、そのまとめの時間として設定した。 

この単元では、たし算の筆算ができる『たし算ロボット』

をプログラミングすることを一貫して行っていた。プロ

グラミング教育では、基本的にコンピュータを使うこと

を前提としており、その点を意識し、今回はロボットとい

う題材を設定した。授業の中では、「たし算ロボットが誤

答したものを修正するためのプログラミングをする」と

いう活動を毎回行っていたため、たし算の筆算の学習を

するのと同時に、人間とコンピュータの思考の違いにつ

いて学習することができた。また、たし算の筆算のやり方

を既に知っている児童にとっても、プログラムの修正は

未知であり、学習への必要感をもって取り組むことがで

きた。 

前述のことから、児童はまとめの学習の段階では、ロボ

ットのプログラムを通して、たし算の筆算がどのような

手順で行われているかをある程度把握していた。ただし

作り終わったロボットのプログラムをすべて通ると、24

＋13 のような繰り上がりの必要がない計算においても、

繰り上がりが行われるようなプログラムになっていた。 

 そのため本時では、繰り上がりの無い計算が繰り上が

りしてしまうことに気付かせ、「どのようなたし算でも対

応できるようなプログラムに修正する」というめあてを

設定し、授業をおこなった。 

 まずたし算ロボットが48＋87では間違えないが、24＋

13では間違えることを確認した。最初に48＋87の計算で

用いるプログラムをカードにし、児童に配った。カードは

その計算で用いるもののみを配り、並び替えるだけで完

成するようにした。活動はペアで行った。 

 全てのペアが、「位をそろえて書く」「一の位を計算する」

「答えは○○です」の 3 枚は正しい場所に置くことがで

きた。「一の位に答えを書く」「十の位に答えを書く」の2

枚はどこに入れていいか迷い、多くのペアが間違えてい

たが、計算後に繰り上がりを行うなど、基本的な計算の手

順は間違えずに並べることができた。 

 カードを並び替える際には、多くのペアが最初に「位を

そろえて書く」を一番上に、「答えは○○です」を一番下

に配置し、他のカードがその間で並び替えられていた。

（図4）のペアは「十の位で１くり上げる」の位置が分か

らず、相談する様子が見られた。最終的に並べ終わった段

階では、（図 5）のようになり、繰り上がりのカードを正

しく並べることができた。カード化し、計算の手順を細分

化することで、児童がどこの手順が曖昧であるかが、児童

の思考過程を確認することができた。 

図3 児童の間違った事例 
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 授業では、ペアで作ったプログラムを発表し、教員がロ

ボット代わりに計算し、自分たちのプログラムのどこの

手順が間違っているかを確認しながら正しいプログラム

に修正した。 

 次に24＋13の計算も、先ほどのカードを同様に配って

考えるようにした。ほとんどのペアが、「繰り上げる」と

いうカードが必要ないことに気付き、正しいプログラム

を組むことができた。この活動では、並べ終わったプログ

ラムを筆算にあてはめ、正しい手順になっているか確認

するペアも見られた。 

 最後に 2 つのプログラムを比べ、どの点が異なるかを

考えた。児童の考えを聞くと、繰り上がる場合と繰り上が

らない場合で分かれるということは理解できていた。た

だし、「どういう場合でくり上がり、どういう場合でくり

上がらないか」という分岐の条件に関しては、教師が誘導

しないと出なかった。 

 

5. 授業実践の考察 
まず、カード化することによって、教師は、筆算のアル

ゴリズムを作成する過程を見られ、児童の思考過程を知

ることができた。また、児童自身は、筆算のアルゴリズム

を作ることで再度、自分の行っている計算を振り返る機

会となった。 

そして、この児童の思考過程の観察から、筆算の手順が

分解しきれていないということがわかった。授業実践で

も述べたが、カードが抜けてしまい、正確なアルゴリズム

とならなかった。特に分岐の部分でその様子が見られた。

Ｓ小学校の事例で言えば、「くりさがりがあるか」、「1 く

り下げる」というカードのあとに「一の位の計算をする。」

というカードが入らなかったというところが挙げられる。

児童の思考過程では、この手順がはっきりとしておらず、

計算するときには実行しているはずの手順だが、言語化

されなかった。 

以上のことから小学校 2 年生では、正確なアルゴリズ

ムを作成することが難しいことがわかった。ここから、自

分の行動をメタにとらえる視点が足りないということが

うかがえる。ただ2つの授業実践のどちらでも、1回目の

活動に比べて、2回目の活動ではアルゴリズムをスムーズ

に作成することができた。つまり 2 年生の段階でも、あ

る程度のメタ認知をすることが可能であることも分かっ

た。町田市立Ｏ小学校の実践では、ロボットを題材にした

ことで、自分が理解するだけでなく、相手に理解させなく

てはならない状況を作り出した。低学年では、客観的に自

分をとらえることは難しいが、このような方法をとるこ

とでメタ認知を促進させることができることが分かった。

また児童は、たし算の筆算を単純な技能の習得だけにな

らず、理解することへの必要感をもって授業に臨むこと

もできた。コンピュータを実際に使わないアンプラグド

の実践でも、コンピュータを意識させることが重要であ

ることが分かった。 

今後、アルゴリズムを自分の力で作成する力が必要で

あり、このようなカードを使ったアルゴリズムの作成は

有効だと考える。さらには、四則計算での発展も期待でき

るであろう。 

 

6. おわりに 
我々は、今回、算数の四則計算の筆算のフローチャート

に注目し、プログラミング教育を行おうとした。6月の2

年生の授業実践を踏まえ、他学年での授業実践を行って

いく予定である。その際、授業実践の考察をもとにもう一

度授業展開を考えていく。 
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図4 児童の思考過程 

図5 児童の思考結果 

2018 PC Conference

-252-

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/122/attach/1372525.htm,2018.6.15
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/122/attach/1372525.htm,2018.6.15

	pcc051
	pcc105
	pcc052
	pcc044
	pcc046
	pcc061
	pcc092
	pcc117
	1. はじめに  －　例題プログラムからの学習
	2. 確認知識の切り替え
	3. プログラムの理解方略
	4. おわりに
	参考文献

	pcc101
	pcc034
	pcc036
	pcc040
	pcc037
	pcc039
	pcc063
	pcc062
	pcc107
	pcc065
	pcc041
	pcc076
	pcc074
	pcc099
	pcc043
	pcc035
	pcc115
	pcc048
	pcc050
	pcc003
	pcc110
	pcc070
	pcc094
	pcc080


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




